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第一章

　

緒

　

言

生菌、死菌乃至菌醵成分二依ル結核免疫獲得ノ

優劣テ続リテ展開セラレタヽ旺盛ナル論孚ハ、

延イテＢＣＧニ開スル厖大ナル研究業績ノ登表

サ促シ、之が病原性、免疫性ソノ他各方面二亙

ル考察、検討蓋シ枚雄二逞アうズ。而シテ現今

二於テハ一般ニソノ聳疫學的優秀性ヲ･認容スル

モノ斟カラズシテ、進ンデハ既二之ｦﾄ人膿二庶

用シ、未グ第ニノリューベック事件ノ惨ラ見ル

　　　　　　　　

一一一一一一
コト無キノミナうズ寧ロソノ賎果ノ大イェ雄レ

4'ｊ経験セルモノ、酋ニフランス學派二止マラ

　　　　　　　　　　　　　

一一

　　

－

　　　　　　　　　　　　　

－･･¬〃-W-J

　

=･･i-
ｽﾞ、木邦二於テモ今村、戸田救授等ノ如キ有力

ナル提唱者刊

ＢＣＧノ有沢ル免疫元性ラ更二強皮こ一顕現セシ

ム可牛方法ナキヤ否ヤ、自]チ従来施サレツツア

ル皮下乃至皮内接種二代フルニ開節内接種法ヲ

試そ、以テ之が検索せ企ツルト共－、更二本法

二依ﾉ1・ＢＣＧノ治療救果如何ザ観察セントフ、。

第二章

　

賓験方法

(:IJ賞験動物、醵量1500乃至2000瓦ノ雄性家

兎ヲ使用シ購入後約１ヶ月動物小屋二飼育シ憬

ノ'｢ツベルクリン｣反庶陰性ナルヲ確ノ･タル後使

用ス。

く２)使用菌株

０)ＢＣＧ

　

九州帝大細菌學教室所蔵ノモノニシ

テ、ペトラユヤーニ氏培地４週間培養、脅育佳

　　　

一一一一-･一一--

良ナル聚落ヲ･聳り滅菌生理的食嗜水列主加シツ

ツ璃瑞乳鉢ニテ丹念二研磨シタル後1 C.C.2 mg

ノ平等浮游液？製シ、ソノ所要菌量ラ接種七リ。

(ロ)人型結核菌

　

同教室保存ノ人型菌株同上培

地約１ヶ月培養ノ同法二基ク1 C.C.0．２mg ノ平

等浮游液ヲ･製シソノ所要量ヲ･接種沢。

(川牛型結核菌

　

同教室所截ノ牛型菌BI株ノ
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同上1 c.c5 mg ノ平等浮游液ヲ･製シソノ所要量　(４)観察ハ感染初期ニノ｀ゝ毎日、爾後ハ数日乃至

升

ス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

局所ノ登赤程度、硬結ノ大小、膿瘍、潰瘍形成

(３)賓験群

　

賓験八二期二分チテとラ行ヒ、卸

　　

雄二治癒二赴ク速度等テ標準トシテ對照ト比較

第三章第一節所載ノ宣験・ヽ第１回、爾他ハ第２

　　

シ注射局所二於ケル免疫性ノ有無ヲ判定ソ、ﾉﾚﾄ

同賓験1ヽシテ夫ヤ同時二行ヘリ。ソノ概要ハ第

　　

共ニ、他方免疫期間中｢ツベルクリン｣皮内反感

１表二示サル。但シ以下記述二常リｆハ観察比

　　

賛現ノ強度ナ比較對照シ、最後二一定期日後全

較ノ便宜上と尹敏節二分チテ考究セント･､。

　　　　

試飲ヲ･屠殺剖検二附シ淋巴腺及主要臓器ノ憂化

膝開節内接種法ハ左側膝開節部剃毛、消毒後と

　　

Ｊy肉眼的ユ観察シテ成績判定パ資lヽナセリ。

ヲ'屈曲位二保チ、膝蓋骨外側下端部二於う｀注射

　

(５)｢ツペ･レクリン｣皮内反座ノ観察一川

針４斜下内側方二向ヒテ刺入、開節内面ヲ傷グ

　　

萬｢ツベルクリン｣10倍稀揮液(滅菌生理的食墜

デル様注意シ而モ完令二開節腔内二針尖ノ到達

　　

水)ラ用ヒ、ソノ判定標準ハ下記ノ如ク定ｊタ

“tごルｊ゛確認セシ後菌液町余々ｙlﾐ入ソ､。

　　　　　

リ。
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表ノ説明

ぐＡ)｢ツベルクリン｣皮内反座判定標準

(土)24時間後冊赤、腫脹ノ直径１ｃｍ以上ナル

モ48時間後冊赤十キモ八

(十)24時間後碓赤、腫脹ノ直径１ｃｍ以上、48

時間後同上。或ハ24時間後背赤、腫脹直径２以

上ナ･l.モ48時間後１ｃｍ以下ナルモノ。

(丑)24時間及48時間後持赤、腫脹共ニ２ｃｍ以

上。

｢州･･24時間及48時間後共､一碓赤、腫脹ノ貞圧

３ｃｍ以｣リリレカ、或ハ24時間後４ｃｍ以上一

シテ48時間後２ｃｍ以上ナルモノ。

(Ｂ)牛型生菌皮下感染局所所!yと

(土川ｊｔド、(十)約小豆大迄､(彬約碗豆大迄、

(併)約笥豆大迄、(冊?約雀卵大迄、咄)約雀卵

一人型Ｆ・O.lmg

大以トノ夫々硬結乃至膿瘍ラ示シ、（Ｒレヽ貨赤、

（Ｉ）・ヽ硬結、ドfレヽ噺孔、（襄卜ヽ痴皮、(ul)ハ

潰瘍リ･意味ﾉヽ。

ぐＣ埓林巴腺所見

（十に米粒大、（丑）碗豆大、（併）扁豆大ノ腫脹テ

概略意味シ、･Ａ卜ヽ乾酪化り示-･､。

（ＤＪＭ節所見

債レハ滑液膜乃至開節内膿瘍ヲ･意味入。

（Ｅ川や1臓所兄

肉眼的病受所見｡､基キ、主トシテ結核結節ノ多

寡ヲ以テ判定、次ノ如ク匪別ソ、レドモ、尚乾酪

愛性ノ有無、軽重ラモ考慮二入レタリ。（十リヽ

結節極・にj・少数ナルモノ、（廿）結節少数二存在

セルモノ、･掛川告節中等皮二存在フ、ルモノ、（冊）

結節極・･テ多数ナルモノ、（－レヽ結核性病受テ
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肉眼的二認丿難キモノサ示セリ。

第三章

　

ＢＣＧ前處置局所ノ相建二基ク免疫殼果ノ異同二就テ

　　　　　　　　

(ＢＣＧ膝開節内接種免疫法)

従来BCG -y試獣臓器(學丸、角膜乃至眼房、

牌臓、淋巴腺等)乃至醒腔(血管内、腹腔内、蜘

蛛膜下腔内等)ニ接種セシ企テハ多ケレドモ、ソ

ノ目的トノヽル處主lヽシテ本菌ノ病原性検索或ハ

局所免疫ノ立場二存セリ。例ヘバI． Bateanu,

A. Tom a et Ａ. Garaguliハ頚部淋巴腺一於

テ、Paraf, J.ハ肺臓二於テ局所免疫ヲ否定シ、

31 Parafハ牌臓二於テとラ肯定フ､ルト共二皮下

接種二依リテハ牌臓内感染二對シ毫モ抵抗カナ

キヲ謐セリ。 J. BeerensハＢＣＧノ経口接種
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及腸間膜淋巴腺内接種二依ル免疫カト皮下接種

二依ル夫トノ比較ヲ'、何レモ牛型、人型結核菌

ノ腸開膜淋巴腺内感染二基キテ犬号究セシガ優秀

ナフレ成績テ求ムル能バスト云フ、、茲二於テ、余

ハ斯ノ如キ局所免疫ノ立場ヲ離レ、全身結核感

染二對シ、ＢＣＧ開節内接種ノ斎へ免疫政果如

何、延･1テハＢＣＧ前處置局所ノ相違二依リ

テ果シテソノ免疫妓果モ亦憂同アリヤ否ヤ

ペヽコト敢テ徒爾ナラズト思惟シ本賓験ラ

リ。

第一節

　

ＢＣＧ同量免疫二依ル比較賓験

本節二於テノ４ＢＣＧノ斉シク１ｍｇラ供試シ之

ヲ皮下(第１群)及膝開節内(第２群･ニ接種セシ

後歌現ス可キ免疫賎果ノ異同月

共ニ５頭ノ雄性家兎ヨリ成リタlﾉﾄﾞ゛モ各群ヨリ

各１頭宛ノ途中艶死飲アリテ成績判定ヨリ除外

セラル。免疫期間ハ共ニ30日ニシテ、｢ツ｣反

恵ノ検索ハソノ間20日目及30日目ノ２回二之

ヲ･行フ、、感染期間ハ88日、102日、132日二亙

り毎時試獣二y屠殺剖検二附セリ。成績概要次ノ

如シ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第

ヲ検

行へ

　　　　　

第一項

　

曽重･第２表參照･

次表二明カナル如ク免疫時ヨリ感染時二至ル迄

ハ第２群ノ平均醗重減少大十レドモ感染後剖検

時二至ル間二於テハ之ト全ク相反シ、更二全期

間ヲ通ジテ観察セバ雨群二殆１ド大井●･認ノ’

ズ。

　　　　　　　

第

　　

２

　　

表

免疫時 壇減 感染時 壇減 剖検時
資　験
始終差

第１群2068gr －85 1 1983 ＋185 2168 ＋100

第２群 1888 －156 1732 ＋241 2073 ＋185

３

表

群　別 番　妓

免疫後20日日　　’　同　30　日　目

24 Std. 48 Std. 判　定 24 Std. 48 Std. 判　定

　第１群

-..

　第２群

136 ３．０×３．０ ３．０×３．０ 桐･ 1.2×1.2 １．５×２．０ ＋

137 １．５×１．５ ２．０×２．５ 柵･ １．７×２．５ ２．１×２．２ 升

138 ２．５×２．５ ３．５×２．０ 十十 ２．１×２．２ ２．５×２．５ 升

139 2.5×2.5　１　3.5×2.5 十十 ２．０×２．５ １．７×１．７ 冊
140 ３．０×３．０ ３．０×３．０ 併　　１　２．０×２．５ ３．０×３．０ 併
141 - - - １．０×１．８ １．２×１．０ ＋

142 １．８×１．８ ２．０×２．７ 柵- ２．３×２．０ ２．８×２．８ 升

＋143 十
一

- ㎜ １．０×１．５ １．２×１．２

144 - - - １．０×１．０ １．０×１．０ ＋

145 1　－ - - 十
一

- -
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第二項「ツベルクリン」皮内

　　　　　　　

反感ノ護現二就テ

免疫後20日二於テ・ヽ「ツ・アレルギー」ノ出現程

度雨群こ顕著ナル差異アリヤ第１群試獣八七夕

中等度乃至強陽性ヲ示セルニ反シ第２群試獣ノ

大多数ハ末グ「ツ」反庖陰性ナリ。第30日目二

於テハ第２群中多クハ陽性韓化サ示セド｀モ尚

第145琥ノ如夕陰性ナルモノ１頭アリ。而シう一

此ノ期二於テモ尚土述雨群間ノ差違ハ比較的明

確二看取セうリレ。（第３表參照）

郎ＢＣＧｹﾞﾉ呼M節内二接種セバソノ同量ヲ皮下接

種セル場合二比シ試獣二於ケル「ツ・アレルギー」

ノ殼現強度ニシテ且早期二陽性化シ来ル？認ノ

得可シ。

　　　

第三項

　

感染局所所見（第４衣:參照）

家兎二對ノヽル牛型結核菌５ｍｇノ感染八万口大

量感染ノ範喘二垢ソヽルモノト認ノラル。而シテ

該感染局所ノ早期二於ケル反感ヲ比較ソ､ルニ雨
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一一

群二著差ナク、剖検時所見二於テ僅カニ第１群

二宛化強キガ如キモ守口斯ハ個孵的賓験誤差ノ

範園ヲ出ずル程度タル可シ。

　　　　

第四項

　

剖検所見(第４表參照)

(イ)免疫局所所兄

　

雨群共-こ宛化ヲ認ノズ。

(ロ)淋巴腺所見

　

右側近接淋巴腺及左側遠隔淋

巴腺ノ姥化テ相對比-･､ルニ、第１、２雨群二人

差無シ。

(ハ)内臓所見

　

第４表ヲ一見シテ明カニ第２群

ノ病受強度ナルテ認ノ得可ク、就中肺、次デ肝

臓二於テ此ノ開係特二顕著ナリ､、乃チ第１群ハ

感染局所ノ病受強キュ不拘、剖検所見ハ之二反

ソヽルモノＪ-・シテ、之ヨリセバＢＣＧラ開節内二

接種セシ場合ソノ試胆二及ボフ､免疫救果ハ皮下

接種ノ場合二比シ確カニ強カナルガ如ク、斯ハ

｢ツ・アlノルギー｣計現度ノ相違二於ケモ亦明カ

ニ看取セうソタル所トス。

第二節

　

ＢＣＧ異量免疫二依ﾉ吋ﾋ較賓験

前節二於テ余ハＢＣＧノ接種量相等シキュ於テ

ハソノ皮下接種ニヨノレ免疫斂果が開節内接種ノ

場合二比シ明カユ劣ルヴ認メタリ。依テ本節こ

於テハ更ご･皮下接種量犬

トノヽ。

賓験群ハペノ４群二分タル。

り)第１群(ＢＣＧ ｌｍｇ左膝開節内接種後牛型

生菌５ｍｇ皮下感染･

(ロ)第２群(同10mg左側腹部皮下接種後同上)

(ハ)對照1(ＢＣＧ ｌｍｇ左膝開節内接種)

(ニ)對照Ｈ(牛型生菌５ｍｇ皮下感染)

第１、２群ノ免疫期間ハ共ニ30日、｢ツ｣ば庶｡ハ

免疫後５日目二検索シ感染期間ハ78日、110

日、115日、n9日ノ間、各群ヨリ毎時低頭宛

屠殺剖検二附セリ。賓験期間中他ノ原因ニテ艶

死セシモノ第１群８頭中２頭、第２群９頭中３

頭アリテ付レモ感染結果判定ヨリ除外セうへ。

第一項

　

賎重賜５表參照）

免疫後感染時二至ル間第１群ハ却テ下均膿重減

少アリ。對照Ｔ群叉例令噌加アルトモ第２群二

　　　　　　　

第

　　

５

　　

表

免疫時 壇減感染時冷

　

減剖接時 始終
１群1731gr-22卜

　

1510

　

冲783

　　

2293

　

+562

　　　　　　　

－‥一一一一一一一一

２群ド838 1+212

I

2050 1+395　　2445卜607

一一一一一

３群1789 4-321 I 2110 1－　6　2004;÷215

照L 1544 ，＋76 1 1620 1＋608

對照Ⅱ=

　　　

１

一一
對照Ⅲミ1651 1

1712 1+302

2228 +684
一一一
2014 i
--
17だS +134

湿カー及バズ。斯ノ如キ。･ヽ蛇ご＝･前節卵１群二於

テ同様慌重ノ減少アリタル事責卜相性ツテ

ＢＣＧ開節内接種二依ル試獣ノ影響他＝--比シ大

ナルガ如ク感ゼシムレドモ、前節第２群タル同

皮下接種群ハ第１群ヨリ更二大ナル醵重減少ア

リタルヲ以テ斯ハ早急二断定シ難シ。然ルニ試

験感染後剖検二至ル間二於テハ第２群ハ對照ｎ

群ﾄ略旧司程度ナルニ不拘、第１群ハ却テ著明
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ノ噌加アリテ感染後試獣ノ受クル膿重ノ影響進

カニ軽微ナルテ知り得可ク、而シう゛非感染群タ

ル對照Ｉ群ノ剪重噌加大ナルノ｀ゝ蓋シ常然ノ蹄趨

ト察セラル。

　　　　

第二項｢ツベルクリン｣皮内

　　　　　　

反感ノ登現二就テ

第６表二示スガ如ク斉シクＢＣＧラ以テ免疫セ

シ場合之テ開節内二注入セシ第１群及對照Ｉ群

ノ｢ツ｣反嘸登現度ハ量的二進二大ナル第２群ノ

皮下免疫群二比シ遜色ナク、就中家兎101琥、

74彼ノ如キ第２群二認ｙ得ずル程ノ強度ナル

｢ツアレルギー｣ヲ得タルモノスラ存セリ。

　　　　　　　　

第

　　

６

　　

表

番

　

銃

101

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ｌ
ｗ
か
膝
回
節
内
接
種

102
-
103
-
104
-
105
-
72
-
73
-
74
-
75
-
76
-
78
-
79
-
80

免

　

疫

　

後

　

25

　

日

　　

目

24 Std.

-一一一-
4.8×4.0

2.0×2.0

２．５×１．５

一一
２．５×３．０

--

４．０×３．０

　

一

一一一

３．５×３．０

一一

３．５×３．５

一一

２．５×２．５

--

２．５×２．０

一一

４．０×２．５

一一

２．０×２．５

-

１．５×１､０

　

＿

　　

__

　

－

　　

－
１．５×１．５

48 Std.

一一一一--
2．0×2．0
--
2.5×2.0

-

３．０×２．５

-一一

２．０×１．５

一一

２．０×２．０

一一

２．５×１．０

--

３．０×２．７

一一

１．５×１．５

一一

１．０×１．０

一一

２．０×１．5

1．0×１．０

-

０．５×０．５

Ｂ
Ｃ

Ｇ
１０

阿
左
側

腹
皮
下

51 １．５×１．５ ０．５×０．５ ＋

52 ３．５×２．５ 2.0×3.0 併

53 ２．５×２．５ １．５×１．０ ＋

51 1.0×1.0 １．５×０．５ ＋

55 2.5×2.0 １．５×２．０ 升

56 ０．５×０．５ - 十

四

58 １．０×１．０ 0.8×0.8 ＋

59 ２．０×１．０ 1.5×2.0 ＋

60 ２．０×２．５ １．５×１．０ ＋

　　

第三項

　

感染局所所見(第７、８、９群)

牛型結核生菌５ｍｇ皮下感染局所ノ宛化テ逐日

観察スルニ、感染早期二於テハ第２群試獣盗ク

米粒大乃至小豆大ノ貨赤、腫脹ヲ局所二示セル

ニ不拘、第１群ハ此ノ間無反息ナルモノ砂カラ
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ズ。反之、第６日以後二於ｆ・ヽ却テ第１群ノ撥ご

化第２群二比シ梢町星シ。然レド｀モ雨群テ對照

非免疫群ト比較セバ後者二於テ明カニ病撥大ナ

ル列

二於テ。･ヽ第１群及對照非免疫群トノ間大差ヲ認

ノ難ケレドモ、第２群八一般二明カニ軽度ノ撥

化テ示シ、而シテ第２群中第54、59琥ノ如キハ･

全経過殆ンド無反恵二終始セリ。

抑ｌ免疫動物ノ有ノ、ル免疫性判定ノ標示タリ得

ルモノガ不感性ト早期反恵ナルコトハRomer

以来一般二認容セラレタル處ニシテ、前者ノヽ大

量菌接種二際シ所謂Koch氏現象トシテ出現

シ後者｡ハ微量菌接種二際シテ起り得可シ。叉牛l

型結核菌ノ家兎二對スル毒性が軽微ナラデルコ

ト現今明カユシテ、余ノ場合木菌ノ５ｍｇ･接種ノヽヽ

寧口大量感染ノ範喘二届ス可キモノト認定シテ

妨ダ無キガ如シ。然レドモ茲二留意ス可キ。･ヽ後

述プ､ル如ク對照群ノ剖検所見二於テ、然カク大

量生菌ヴ･以サ100日以上二亙ル感染期間ナリシ

ごｰ比シ、該病髪度甚グシク高度ナラデルコトー

シテ卯木賓験二用ヒシ牛型菌ノ毒力著シク低下

セルヲ推定セシム。於茲、上述ノ成績ヲ省ル時、

大量感染ト微量感染トノ見解ノ相違二従テ全ｸｰ

相反スル結論二立チ至ラザルヤノ憂少ガラス。

然レドモ既こ第１群二認ノ･タルガ如キ感染早尉

ノ無反恵性ヲ、縦令之ラ大量感染部早期反恵陰

性ト見倣サズシテ微量感染ナルガ篤犬ﾀf=モゼシ不

感性ノ殺現ト解フヽトノヽルモ、感染後期二於テ該

局所病愛が對照非免疫群ト何ラ選ブ處ナカリシ

事賓ヲ説明スル能ハズ、卯水牛型菌ノ毒力低下

ハ成績判定二際シ些ノ障碍無ク、要之､試験感染

昴所所見一基ク皮㈹免疫反恵二於テハ第２群ニ

ノミソノ陽性ナルグ認容シテ妨デナカル可シ。

　　

第四項

　

剖検所見(第７、８、９表參照)

り埓林巴腺所見

感染部位ハ右側腹ナル篤右側淋巴腺ヲ以テ局所“

淋巴腺ト兄

２群二比シ第１群二強ク、後者ハ對照Ⅲ群ト殆

ンド選バズ、叉右鼠蹊淋巴腺ノ愛化モ亦第１訃
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第４彼】 平尾＝開節腔内接種ＢＣＧノ免疫カエ関フヽﾉl／賓験的研究

ニ於テ第２群ヨリ強度ナリ。左側淋巴腺ハ特二

各群二著差ラ認ｙズ。宍ＢＣＧ ｌｍｇ左膝開節

内接種二基ク近接淋巴腺佐鼠蹊）ノリ化ご･検セ

ノゝ 試飲盗ク宛化ヲ呈スルコlヽ無シ。

（ロ）内臓所見

對照Ｉ群タルBCG 1 mg 開節内接種群ノ剖検

所見二於テハ内臓二殆ンド病受バ肆シ得ズ。依

ラ第１群ノ剖検時病歿が唯牛型唯菌試験感染ノ

ミュ幕キテ招来セラレシ丿ヽ明白ナリ。今之ヲ比

較観察一りレニ第２群ノ病髪ハ對照ｎ群ノ夫ヨリ

梢い陛微ナレド≒ソノ差額著1ヽ云ヒ難シ。然ル

ニ第１群二於テハ両群二比シ明カニ病歿少夕、

就中肺次デ腎臓二於テ此ノ開係盆々明白こ看取

セラル。

　　　　　　　

第五項

　

小

　

括

以上ノ成紅け通覧スルニ既二第三項二於テ述べ｀

シ如ク、第１群ノ感染皮下局所ハ剖検時二於テ

ソノ病愛第２群二比シ著明二強度ナリシこ不

拘、内臓ノ分化ハ全ク之吋目μセ八而シテい

所淋巴腺ノ病愛叉第１群二極カリシ事盲ヨリソ号

察ソ、ルニ、第１群ノ有スル感染防禦カハ第２群

二比シ明カニ優レリ同

所淋巴腺二於や結核感染り防衛シ以テ全身蔓延

ヲ’軽減セシモノト推察サル。煎電噌加度、「ツ」

反慮特現座何レそ第１指二優リシ事賓ハ亦之り

355

以テ首肯シ得可シ。但シ第２群ト雖モと丿對照

II群ごこｊヒスレバ明白ナル如ク、或程度ノ免疫カ

リ賦貨セラレ居ルコトハ事賓ニシテ、殊二皮膚

感染局所ノば憲二於テハ第１群ヲモ凌駕スルガ

如キ著明ノ免疫性テ呈示セリ。然レドモ第１、

弟２雨群間こ生ゼシ此ノ感染局所免疫性ノ相違

川剔シテハ遺憾乍ラ明確ナ引膠郡？下'､能ハヂ

ル月fトソヽ。

既二第一節二於テ余ハ斉シクＢＣＧヲ用フルモ

之刊剔節内二接種セバソノ同量皮下接種ノ場か

ニ比シ、ヨリ強度ノ免疫践果ヲ登現セシノ得ル

事盲？認ノタリ。

　

而シテ今ヤ本節二於テ。・ヽ、

ＢＣＧ開節内接種二基ク免疫該果が、ソノ皮下

接種ノ場今二比シ、量的こ10分１ノズア･レ一

不拘、何ラ劣ル處ナク或八万口とニ優ルイ

し而シテ本開節内接種法こ基ク試獣ノ影響ハ

畢ゲテ倣フ可キモノナ九剖検時他臓器二於ケ

ル炳噫ノ脅生無キコト對照Ｉ群二於テ明カナ

リ。サレバ以上ノ成績ヨリＢＣＧ開節内接種法

ノゝＳ 試獣二對シ「ツ・アレルギーJJ早期一且彊

度ソ特現セシバ恥レノミナラズ。感染防禦カモ

強度ニこ賦貢シ得ル鮎二於テ、同皮下接種法言ｌ

力こ卓越セルモノト結論テシ妨ゲナキモノト思

'唯セラ４-。

第四章

　

ＢＣＧ及微量人型結核生菌膝開節内接種二基ク

　　　　　　　　

免疫殼果ノ異同二就テ

抑ｌ家iしｰ==､於テハソノ大型結核菌感染ごｰ對リレ

抵抗弼キコト一般¬=一認容セユjレタヽ事賞･ご

テ、一一//BCGが弱毒生菌タル黙二於テソノ免疫

元性ノ優レル所以叉周知ノ事項り妬七リ。サレ

べ人型結核生菌タリトモソリI;:、期間二於テ常

ヲ'得l／ぺ今毒力復蹄ソノ他ノ問題ハ暫ク措キ、

少クトモ家兎二對シ弱毒生菌lヽシテ恰モBCG

ト同様ナル目的二使用シ得可キ場合ナキーシモ

非ル理ニシテ、余ハ前章二於テＢＣＧ開節内接

種Ｊ｀･依ル免疫元性ノ噌弼ヲ認ｙタルヲ以テ更ニ

本収二於テハ上記ノ理由ヨリ人型結核生菌二居

々本接種法トバこ鴇

尚木賓験群ハ第三章記載ノ賓験群ト同時二行・ヽ

レタルモノニシテ成績ノ判定二際シテハ相重複

ノ除儀ナキこ至レルモノアレドモ観察ノ便宜上

本章二摘録批判ノ資トセリ。

り)第１群(ＢＣＧ ｌｍｇ左膝開節内接種後牛型

結核菌５ｍｇ皮下接種)

(ロ)第３群r人型結核生菌0．１ mg 同上)

(ハ)對照Ｕ群にﾄ型結核生菌５ｍｇ皮下接種･
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(ニ､･對照Ⅲ群･･人型結核牛菌0．１ｍｇ左膝開節

内接種)

以上４群二亙リテ比較検討フ、可シ。検索方法ハ

凡テ第三卓二準ズルコト固ヨリト≒盲験期間

中他ノ原因ニテ艶死セシモノ第３群10頭中４

頭(中２頭ハ誤テ腹腔内二接種セシ篤除外ソヽ)、

對照Ⅲ群５頭中３頭アリ。總テ剖検二基ク病歿

判定ノ資ヨリ除外≒

　　　　　

第一項

　

鰻重(第５表參照)

第１、３雨群ヅ比リレニ免疫時ヨリ感染二至ル

迄ダヽ第３群ノ噌加比卒極ｙや著シキニ不拘、感

染後剖検時こ至ル間二於クハ全ク相反ソ、ル結果

ヲ･示シ而二ソノ差甚グ顕著タリ。之が説明ノヽ早

急二下シ難ヤレドモ、唯此ノ際第３群ノ免疫期

間中膿重噌加が他ノ何レノ群ヨリモ大ナリシ事

賓ノヽ云二恰モ開節内接種二依ル試飲ノ影響大ナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第 10

ルカノ如キ危惧り呈セシ所論二對シ(第三章第

一項)更二一反蹴ヲ示セルモノト思惟セうル。

全経過サ通ジテ観察セバ確二第１群ハ第３群二

比シ平均膿重噌加卒高シ。

　　　　

第二項｢ツベルクリン｣皮内

　　　　　　　

反感ノ登現二就テ

免疫後25日目二於ケル｢ツ｣反古ラ第１、３群及

對照I、Ⅲ群二就キ相對比ソヽルニ、BCG 1 mg及

人型結核菌0．１ｍｇテ共二膝開節内二接種セシ

場合生ズ可キ｢ツ・アレルギー｣ノ登現度ハ何レ

モ大差ナキヲ認ム。(卵10表參照)

免疫後56日目及86日口二於テ刮

一基ク｢ツ｣反古登現ノ差異ハ認ノ難ク、而シテ

ＢＣＧ膝開節内接種二依り皮下接種二比シ早期

二脅現セシ｢ツ｣反古ハ以後86日目二至ルモ未

グ著シキ低下ヲ･来'ヽコトナシ。

　　　

表

・　番　　妓
免疫後25日日 同　　56　　H　　目　｜　　同　　86　　日　　目

　　　　　　　　　　　　　ｉ

24 Std. 48 Std. 判　定 24 Std. 48 Std. 列　定 24 Std. 48 Std. 列　定

Ｂ膝

Ｃ関
Ｇ

１節

呪内

　－　　－
101 4.8×4.0,2.0×2.0　　+升　　F2.5×2.02.0×2.0 十十

２．５×１．０ ２．５×２．０ 十十

102 ２．０×２．０ 2.5×2.0　十十 １．０×１．０ ３．０×３．０ 併
1.5'x １ ．５ ３．０×３．２ 併

103 2.5×1.5j.0×2.5　　糾 ０．５×０．５ ０．５×０．５
十
一

１．５×１．５ ３．０×２．０ 十十

104 2.5×3.02.0×1°51　十十 １．５×１．０ ２．０×２．０ ＋ １．０×１．０ １．０×１．０ ＋

105 4.0×3.02.0×2.0 升 １．０×１．０ １．０×１．０ ＋ 1.5×1.512.0χ1.5 ＋

人
型

生
菌
Ｆ
株
0.1

聡

膝
関

節
内

106 2.0×0.5 一　　　十
　　　　　－ 十

一
十
一 　十　　　十　－　　　－　　　　　_＿

　＋　　１．２×１．２

－‥－一一　－一一一一－
　十十　　　　±

－　｜　－
107 ２．０×２．０ 2.5×2.51　　十十 ０．５×０．５ １．０×１．０ ３．０×２．０ 升

108 ２．５×３．５ １．５×１．５　　十十２．０×２．０ ３．０×２．５ ２．０×１．５ ＋

109 2.7×2.7 1.5×1.0　＋ - - －　　１．０×１．０１．０×１．０ ＋

110 ２．５×２．０ １．５×１．５　　＋
　　　　一一　　一一一　－
２．０×１．５　　十十

０．５×０．５ １．０×１．０ ＋　　1.0×1.0 ３．５×２．５ 十十

61 2.8×2.0
＝ 　 　 -

レ　　___

62 ２．０×２．０ 1.5×1.5　　＋

65 １．０×１．０ ２．０×１．５　　＋

ﾐ ‾ 　 　 － - = 　 〃

｜

-

66 ２．０×２．０ 2.1x2.5　　十十

67 ３．０〉く３．０3.0×2.6　併
１１

68 ２．５×３．０ 1.0×1.0　　＋　　！
　_＿　＿

｜
69 １．０× ０．５０．５×０．５　　＋

j　70 一　丿　一　　－ Ｊ

　　　　　　

第三項

　

感染局所所見

第7、9、11表二明カナル如ク感染早期二於タル

反座ハ寧口對照II群タル非免疫群二弼ク、叉後

期乃至剖検時所見二於テハ同様二第1、3群二大

差ナクシテ寧口對照Ｕ群ノ撥化最モ軽微ナリ。

　　　

第四項剖検所見傭7、9､11表參照)

(工)免疫局所所見

第３群中家兎第65及70琥ノ２頭ハ接種開節腫
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脹シ内節二乾酪楳物質ヅ充涵シ

居タリ。他ノ試獣ニハ受化サ認

ｙズ。第１群二於テハ第72妓

１頭二於月妾種閲陥滑液膜肥厚

ｼ嚢内漿液性粘伺ナル液テ以テ

充サレソノ中二米粒犬乾酪膿猿

塊敬個浮游セリ。宍對照ｍ群タ

ル人型結核生菌膝凹節内接種ご･

受ケシ家兎３頭中第106彼ハ詐

部腫脹著シク且ツ第３群中受化

ヲ呈セシ家兎ト斉シ



358 平尾＝開節腔内接種ＢＣＧノ免疫カユ関.ｽﾉl／賓験的研究

ﾉヽズト云・ヽデルｊ得ズ。唯第１及３群ノ比較二

於テ、感染局所ノ病憂大差ナキニ不拘近接淋巴

腺ハ第１群二於テ強度ノ反座ヲ示シ而モ内臓ノ

良化之1ヽ相反セシ事賓ハ第１群ノ有一ヽル免疫性

が第３群ノ夫二優レル篤、結核蔓延ヲ早期二局

所的二阻止ブ､ルニ至レルモノト解セうレ、此ノ

際第３群ノ呈セシ病憂中人型生菌二基ク良化ノ

因子ラ除外セシモノト仮定ヴ､ルモ尚此ノ開係ハ

幾分認容シテ妨ゲナキガ如ク思惟セラル。

　　　　　　　

第五項

　

小

　

括

本章二於テ､ハ最初企圖セシ如ク人型結核生菌微

【第17巷

量服節内接種二依り試獣二些ノ進行性全身結核

テ招来セシムルコトナクシテ一定ノ免疫性テ賦

奥セシｙント：ノ、レドモ不幸ニシテ之テ果シ得

ズ、従ツテ木型菌開節内接種白醗二基ク免疫妓

果ノ判定ハとサ明瞭二下ス能パチリキ。然レド゛

モ本群卜雖モ、之ヲＢＣＧ開節内接種群二於タ

ル成績二於ケル成績ト相對比ソ､ルニ於テハ、少

クトモ後者ノ有フ、ﾉﾚ感染防禦カガ前者ヨリ或程

度優レルモノト認定シテ大過ナカル可ク思惟セ

ラル。

第五章

　

ＢＣＧノ治療殼果二就テ

従来ＢＣＧノ免疫學的方面二開－リレ研究ハ多斂

存ノ､レドモ、ソノ治療妓果二開シテノヽ甚グ斟ク、

而モソノ多クハ否定的結論二到達セルガ如シ。

茲二於テ、余ハ上述ノ如キ開節内接種二基ク

ＢＣＧノ:免疫元性強化現象二鑑え、更二本法や

治療妓果検索二適用ソヽ可ク企圖セリ。

　

ソノ成績

次ノ如シ。

第一節

　

賓験方法

第二章既述ノ牛型結核菌BI株５ｍｇヲ各家兎右

側腹皮下二接種後30日二至リヘ１群ご｡^^BCG

ｌｍｇ入他ノ１群ニ。･ヽ人型結核生菌O.lmg:

ヲ･共二左膝開節内二注入セリ。前者ヲ第１群、

後者ヲ･第２鼎ドノ､。木賓験ハソノ感染、剖検等

總テ第三な第二節及第四章宣験群卜同時二施行

セシヲ以テ後者二於ケル無處置鼎ハ叉木章二於

テモ對照群トシテ比較考究ノ資タリ得可シ。感

染期間ノヽ78日乃至n9日こシヘ試獣ハ凡-７

屠殺剖検二附セリ、、

第二節

　

賓験成績

　　　　

第一項

　

鰻重(第12表參照丿

各群平均蔵重ハ常二噌加ヲ辿レドモソノ間特二

顕著ナル差異ヲ･誕ソ､ル能ハズ。

　

第二項

　

感染局所所見(第7、9、13衣參照･

感染後30日、卸ＢＣＧ乃至人型結核生菌膝開節

接種以後二於ケル感染局所良化ノ推移ヲ窺フニ

特二著明ナル懸隔ヲ･認ノズ、剖検時二於テモ亦

　　　　　　　

第

　　

12

　　

表

始懇電 考　減
治療元
接種時

　　　　　　1　　　　　　7-‘ Z　　　ゐ、
壇減万別接時ぷ

終

鴛

第１群□1833 1＋排1881 十60リ941 ＋108

第２群ﾚ1843 i 十130: 2073 ＋166 2239 ＋296

同断タリ。

　　　

第三項剖検所見(第7、9、13長參照)

(イバ林巴腺所見二於テハ各群二大差ナキ丿丈シ

(ロ)内臓所見二於フハ特二肺、腎臓二於テぶ1、

2群ノ呈ソ､ル病疑が對照タル無處置群二比シ明

カニ高度ナヽ几牌臓二於テモ後者ハ肉眼的病受

ヲ･呈セシモノ無キュμシ、前２群ハ之ヲ有､セ

リ。第1、2群間ノ比較二於テハ内臓病受度殆ン

ド逞庭テ有セズ。

　　　　

第四項

　

ＢＣＧ乃至人型結核菌

　　　　　　　

接種関節所見
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360 早尾＝開節腔内接種ＢＣＧノ免疫カユ開スル賞験的研究

(イ)ＢＣＧ接種局所所見

試家兎９頭中肉眼的病憂サ呈セシモノ３頭ア

リ。、印第111彼ハ左膝開節滑液膜梢り巴厚シ蒼

白ニシテ漿液性開節液中二牛米粒大ノ黄色膿様

塊数個浮游ス。j112彼モ略ｌ同様ニシテ開節

液ハ黄色梢口占伺ナリ。第115琥ハ滑液膜ノ肥

厚著明ナラデレドモ黄色膿様塊数個ヲ認ム。

【第17巻

(ロ)人型結核生菌接種局所所見

試家兎９頭中特二顕著ナル肉眼的病受ヲ認ｊシ

モノ３頭テリ。ソノ所見(イ)ト大差ナキモ(第

121貿)、第122彼ハ大腿骨下端開節部軟骨二骨

潰瘍ラ作り乾酪様被膜テ以テ蔽ハレタリ。第

129琥ハ該開節ノ腫脹高度二認ｙ＝ヽレ開節液ハ

膿性粘桐ラ有ノ､。

第三節

　

小

　

括

既二第四征二述・ヽﾆ｀シ如ク余ノ場合二於テ人型生

菌0．１ｍｇ膝開節内接種ハ軍二之ノミニ依リテ

モ或程度ノ病愛ヲ試飲(家兎)ニ招来セリ。サレ

八本陽二於テル第２群ノ瑞噫モ之が同一條件下

二行ハレタル賓験タル以上、ソノ結果が唯牛型

菌感染ノ£ニ基キタルモノニ非ルハ明カーシテ

寧口両者相倹チクル恰そ巾複感染二類こリレ状態

二存ソ､可キモノlヽ推定ザレ、従ツテ第２群ノ病

憂が對照ヨリ高度タリシ事賓ハ之-丿以テ克ク首

肯セヤレ可シ。而シテ第１群ノ病宛が斯カル第

２群ノ夫卜大差ナク、更二對照二比シ明カニ高

度ナリシ事賓ハＢＣＧ膝開節内接種二基ク治療

的妓果ノ殼現ヲ･が定スルノ止ムナキモノト推定

せル。斯ハ更二同一感染要約二従ヘル第四章第

１群(印ＢＣＧノ同量膝開節内前處置免疫群)ノ

内臓所見ト相對比いレ時盆々ソノ感深ヤヴー促ユ

可シ。

第六章

　

總括蛙二考察

以上ノ成績こ・徴･､ルー－、ＢＣＧ開節内接種こ基

ク免疫政果ハ同皮下接種ノ場合二比シ湿カー

強ク、斯ハソノ同量子用ピクル場合ノヽ固ヨリ、

更二量的二異ナル場合ノ比較こ於テモ亦看取｡･、

ルテllクリ。

而シテＢＣＧ開節内接種こ基ク試家兎ノ影響如

何り尋タルニ、従来皮下、皮内、墨丸内、角膜

乃至眼房内、血管内、腹腔或ハ蜘蛛膜下腔内等

各種ノ接種法二依ルト菌ノ病原性楡

へ一般ニとが進行性病漿サ作ラズ且毒力復蹄

-y有セズト結論セジレ居ルト斉シ々、25頭ノ木

菌１ｍｇ接種家兎中肉眼的こ局所二病漿侈呈セ

シモノ僅ニ５頭こ過ギザルノミナジズ、斯ノ如

キモノト雖モ他臓器ニハ毫モ結核性憂化サ来大

事ナカリキ。接種開節局所ノ病愛トシテハ主ト

シテ滑液膜ノ肥厚、漿液性和叶占伺リリレ開節液

中粟粒大膿瘍塊ノ浮游等一－シテ之ヲ人型生菌

O.lmg同接種二基々病歿ト相對比セバ肉眼的

観察ノミニ依リテモソノ差｡・ヽ白う明白タリ。木

ＢＣＧ開節内接種ヲ･受ケタル試獣ノ酸重増減率

二開シテハ一見恰モ減少４辿ルガ如ク見エテ、

而モソノ然うずル所以既述ノ如ク而シテ木菌接

種近接淋巴腺ノ受化ハ本官験こ於テハ畢ゲテ揆

'ヽ可キモノ無シ。要之ＢＣＧノ木賞験量ヲじ

シテハソノ開節内接種二基ク試獣ノ影響殆ド無

キカ或ダヽ軽微ナルグ類推シテ妨ゲ無キガ如シ。

抑モCalmetteハ鴬初哺孚L見二對シＢＣＧノ脛

口的投爽法ヲ用ヒタルモノーシテ、以来賓験的

こ本菌ノ経口、皮下乃至皮内見疫ノ優劣サ考究

セルモノ紗ガラス。而シテ後者ノ前者-¬-ヽ優1ノル

所以刊711唱ソ､ルモノＢｒｕｚｅｍａ;Jensen; Silber-

Schmidt; Ｂ．Lange ｕ．Ｋ. Lydtin; Ｂ.　Lange

ｕ．Ｒ． Wethmar; 今村及門下生、渡逡、米渫

ソノ他甚グ多々、戸田教授モ経口見疫二比シ皮

下接種二於テ｡ハ菌量少クシテ而モ強度且確賓ナ

ル冤疫救果？畢ゲ得ルヲ･提示セラル。印チ斯ノ



如キハ斉シクBCG -ﾘ以テリレモソノ接種法ノ

相違こ従ｔ免疫妓果ノ強弱叉之二件フ可キザ示

'ヽモノニシヘ余ノ賓験こ於テモ亦此ノ間ノ消

息-り1月カニナシ得タリ。而そ余ハ更二一ル→進

ノテＢＣＧ開節内接種二依り皮下接種こ比シ更

二少;1;ツ以テ一層彊度且確賓ナル免疫獲得こ成

功”ヽ。

　

Ｂ. Schwarz ハ家兎結膜- BCG １０ｍ９

叫貼眼セシ後、強力菌0．001mg皮下感染ユ對

シ、ゾノ１ｍｇ結膜感染こ對ヒント同程度ノ免

疫カノ貨現子認ノ･タルモノご､シテ、印之ヨリ七

八ＢＣＧニ依ル結核免疫獲得二際シ菅こ経口乃

至皮下接種法子ILンヽ－ノレコト無ク、、!灸ク該接種法

ノ考究リ･行フ可キ必要サ痛感りレト共－、余ノ

場かノ如ク寧口之二優レルモノヤラ存リレコト

ハ駱来結核免疫對策ご一向ヒ或程度ノ示唆丿り

タ４･ニ非ルヤト-S'ltセラル。

ＢＣＧノ治療救果二開シテハとテ否定フヽルモノ

多夕、I．Balteanu, Ａ. Toma et Ａ. Garaguli

心

無救ナルノｉ十　５ズ、経｢1的弼毒菌感染ノ場合

二於うｰﾓＢＣＧノ経口的投奥ハ無数ニシテ皮下

接種二於デノミ、ソレモ僅カユ倣有リシニ過ギ

ズト云フ。史二氏等ハＢＣＧ接種後２ヶ月ニシ

テ牛型菌感染斗行ヒタルニ家兎二就テ静脈内接

種二基ク本菌ノ治療救果一個

的結論二到達セリ。余ノ場合二於テモ開節内接

種法二依リＢＣＧﾉﾉ免疫救果顕著ナルモノーつレ

九忿ｙシニ不拘、治療数果二於テハ令然之ご･立

a撲いレ肖巨ハザリキ。

結

　　

論

BＣＧノ家兎膝開節内接種免疫法ノヽ同皮ド免疫

法こ比シ｢ツ・アレルギー｣リ早期二且彊度二脅現

セシムルノミナラズ、ソノ才ぷ1賓期間モ劣ルコト

無ク、更二試験感染二對シテョリ強キ感染防禦

力々示セリ。而シテ本開節内接種法二基夕試獣

ノ影響ハ極ｙテ軽微ナル゛た知ル。本法二基ク

ＢＣＧ治療政果ノ検索ハ否定的結論二到達セリ。

　

附記

　

掴脊こ､臨ミ御懇篤ナル御指導、御校閲

こ典リタルノミレ)ズ、座召中ト雖モ終始御厚

活一吋目賜ハリタル恩師戸田教授拉二赤岩教授二

對シ満腔ノ感謝ノ誠賓ヲ捧ゲ更二細菌學教室諸

兄ノ御厚情楢特二同僚森良雄學士が示せレタ絶

大ナル御援助二對シテノヽ言語二表現シ得ずル深

謝ノ意り表べ。
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